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WHOが提唱するヘルシーエイジング概念に対応した

「機能的能力」尺度(Nishioら2024)の妥当性を検証 
〜3年後の別データでも指標としての安定性を確認〜 

 

WHOの提唱するヘルシーエイジングの実現に向けて、Nishio（2024）らによって機能的能

力を評価する尺度が開発されています。しかし、本尺度の妥当性を確認する上では、社会環

境の変化を考慮して開発時と異なるデータを用いた検討が重要となります。本研究では、新

たなデータセットに基づいて、機能的能力尺度の交差妥当性を検証しました。2019年度に

日本老年学的評価研究機構が調査した139,792名のデータに基づき、分析を実施しました。

その結果、開発時における3因子構造とは異なる6因子構造が最適と判断され、機能的能力尺

度の交差妥当性が支持されました。本研究で検証された機能的能力尺度は、ヘルシーエイジ

ングの概念をモニタリングする役割を果たすと共に、高齢者の普遍的な幸福に向けた効果的

な介入策と政策開発の促進に役立つことが期待されます。 
 

お問合せ先：日本福祉大学健康社会研究センター 主任研究員 福定正城 

fukusada-m@n-fukushi.ac.jp 
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■ 背景 

WHOの提唱するヘルシーエイジングの実現に向けて、Nishio（2024）らによって機能的能力を評価する尺度が開

発されています。しかし、本尺度の妥当性を確認する上では、社会環境の変化を考慮して開発時と異なるデータを

用いた検討が重要となります。そこで、本研究では、新たなデータセットに基づいて、機能的能力尺度の交差妥当

性を検証することを目的としました。 

■ 対象と方法  

2019年度に日本老年学的評価研究機構が調査したデータである266,453名のうち、機能的能力尺度の全24

項目に欠損のない139,792名を分析対象としました。分析方法は、全24項目の該当割合を算出した後に、因子分

析等を実施しました。該当割合と因子分析の過程においては、開発時のデータとの比較をおこないました。 

■ 結果 

機能的能力尺度24項目の該当割合を開発時のデータと比較したところ、24項目中18項目は5%ポイント未満の

変動でした。因子分析の結果、開発時における3因子構造とは異なる6因子構造が最適と判断されました。6因子

は、第1因子「社会的ネットワークを築き維持する能力」、第2因子「社会的サポートを提供する能力」、第3因子「自

由に移動する能力」、第4因子「基本的なニーズを満たす能力」、第5因子「学び，成長し，意思決定をする能力」、

第6因子「社会へ貢献する能力」と命名されました。モデルの適合度指標等も良好な値を示していました。 

■ 結論・本研究の意義 

分析の結果、機能的能力尺度の交差妥当性が支持されました。本研究が示した6因子構造は、WHOの提唱す

る機能的能力の5つの領域を含みつつ、高齢者の特性をより詳細に反映していることが示唆されました。本研究で

検証された機能的能力尺度は、ヘルシーエイジングの概念をモニタリングする役割を果たすと共に、高齢者の普遍

的な幸福に向けた効果的な介入策と政策開発の促進に役立つことが期待されます。 

■ 出版論文 
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■用語解説 

交差妥当性：開発された測定ツールが、異なる時期・異なる集団でも同じように正確に測定できるかを確認すること。 


